
（１）【全国】産業別の離職者数
  離職者数は、「卸売業，小売業」が1,427.0千人と最も多く、次いで「医療，福祉」1,135.4千人、
「宿泊業，飲食サービス業」1,070.8千人の順となっている。

離職者数

【出典】（厚生労働省）「令和６年雇用動向調査結果」より
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離職率

（２）【全国】産業別の離職率

離職率は、「宿泊業，飲食サービス業」25.1％、「サービス業（他に分類されないもの）」20.3％、

の順に高くなっており、「医療，福祉」は13.8%となっている。

【出典】（厚生労働省）「令和６年雇用動向調査結果」より
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（３）【全国】有効求人倍率の比較（全産業と障害福祉関係分野）  

【出典】（厚生労働省）第50回障害福祉サービス等報酬改定検討チーム（R7.12.11）
資料１「障害福祉人材確保に向けた処遇改善等の課題」より ３
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（４）【全国】賃金の比較（全産業と障害福祉関係分野）

【出典】（厚生労働省）第50回障害福祉サービス等報酬改定検討チーム（R7.12.11）
資料１「障害福祉人材確保に向けた処遇改善等の課題」より
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